
1 ●商工連ながの R8.8月号

2026.8
VOL.405商工連ながの

●要注意「インターネット広告」
	 法律ワンポイントアドバイス

●ドメーヌヒロキ　横山 弘樹 さん
	 池田町商工会　この人に注目－Vol.148
●経営支援事例発表大会／
	 売上高10億円突破支援プロジェクト／
	 協会けんぽ長野支部からのお知らせ　特定健診
●特集　美容院の後継者による新業態立ち上げを伴走支援
●各種共済のご案内

●�商工連通常総会／持続化補助金優良事例
●商工連による経営支援体制のご案内
●�商工会議員懇談会／経済４団体から阿部知事
へ政策提案／阿部知事を囲む経済懇談会
●県女性連通常総会・リーダー研修会／
	 県青連通常総会・リーダー研修会
●モノ売りから、コト売りへのシフトチェンジ
	 株式会社十一屋　中小企業のあらたな事業活動

●長野県の南端にある小さな里山「売木村」
	 売木村商工会 商工会と商工会のあるまち 南信 Vol.6
●値上げ時代に選ばれる会社とは
	 経営ワンポイントアドバイス

長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
https://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp

　起源は定かではないが、一説には文禄年間（1592～
1596）に京都から八坂神社のご神体を分体して頂き、
京都の祇園祭にならい祭りを始めたとされ、また一説
には、寛永の大飢饉（1641～1643）で当地も影響を受
け、当時の若い衆（相生町）が厄払いのため江戸から
神輿を譲り受け、碓氷峠を担いで持ち帰ってきたとさ
れている。
　祭りは区内６カ所にしめ縄を張り、大太鼓・笛・三
味線などを用い賑やかな囃子を響かせた屋台をお供に
巡回し、大鎌を使い氏子総代が順番に切って回る。屋
台は柳町、翠町、相生町、東町と４台あったが、東町
は令和７年を最後に廃止となった。以前は祭日を定め
ていたが,近年人手不足もあり７月４週目の金・土曜に
行われている。（参考文献：佐久町誌）（佐久穂町商工会）

高野町祇園祭
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商
工
連
で
は
、５
月
27
日
（
水
）
に
松
本
市
「
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
」

に
お
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、
提
出
し
た
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
等
の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
間
瀬
会
長
か
ら
、「
小
規
模
事
業
者
・
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
借
入
金
利
の
上
昇
、
人
手
不
足
、
最
低

賃
金
の
引
上
げ
に
よ
る
人
件
費
の
増
加
に
加
え
、
人
口
減
少
に
よ
る
市

場
規
模
の
縮
小
な
ど
多
様
な
課
題
に
直
面
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原

材
料
費
の
高
騰
が
事
業
経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
一
方
で
、
本
県
に
お
い
て
は
観
光
需
要
の
回
復
や

地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
組
が
進
む
中
で
、
特
に
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
収
益
力
向
上
や
付
加
価
値
創

出
に
向
け
た
支
援
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
商
工
会
・
商
工
連
で
は
、「
第
２
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
県
内
20
エ
リ
ア
に
よ
る
広
域
経
営
支
援
体
制
の
も
と
伴
走
型
支
援
の
強
化
に
取
り

組
み
、
経
営
発
達
支
援
計
画
の
共
同
申
請
や
、

主
任
経
営
支
援
員
等
に
よ
る
複
数
体
制
で
の
支

援
な
ど
、
広
域
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
定
着

と
機
能
強
化
を
図
っ
て
き
た
」
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
の
小
規
模
事
業
者
支
援

に
つ
い
て
は
、
伴
走
型
支
援
を
積
極
的
に
展
開

す
る
と
と
も
に
、
国
・
県
等
の
各
種
施
策
の
活

用
促
進
に
努
め
、
加
え
て
、
地
域
の
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ

Ｓ
）
事
業
者
に
対
し
て
は
、
経
営
環
境
の
変
化

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、
経

営
基
盤
の
強
化
や
事
業
継
続
に
向
け
た
支
援
を

実
施
し
て
き
た
旨
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
商
工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉
共

済
、
特
定
退
職
金
共
済
、
会
員
増
強
の
優
良
商

工
会
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
25
日
（
月
）、
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
た
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
優
良
事
例
発
表
会
」（
主
催
：
中
小
企
業
庁
ほ
か
）
に
お
い
て
、
白
馬
商
工
会
員

の
有
限
会
社
ぴ
ー
坊
様
が
、
全
国
の
優
良
事
例
６
者
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
事
例
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
発
表
会
は
会
場
参
加
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
全
国
配
信
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
発
表
会
は
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
、
顕
著
な
成
果
を
上
げ

た
事
業
者
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
に
よ
る
伴
走
型
支
援
に
も
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
す
。
ぴ
ー
坊
様
は
、
補
助
金
を
活
用
し
て
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
向
け
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
を
導
入
し
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
よ
る
顧
客
満
足
度
向
上
と
稼
働
率

向
上
を
実
現
。
効
率
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
人
的
余
力
を
新
た
な
事
業
展
開
へ
活
用

し
、
大
幅
な
売
り
上
げ

拡
大
を
図
っ
た
取
組
に

つ
い
て
、
同
社
の
大
塚

代
表
と
竹
川
主
任
経
営

支
援
員
（
現
・
池
田
町

商
工
会
）
が
発
表
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
発
表
後
に
は
、

持
続
化
補
助
金
制
度
の

創
設
に
も
関
わ
っ
た
立

石
裕
明
氏
を
モ
デ
レ
ー

タ
ー
に
迎
え
た
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

補
助
事
業
成
功
の
ポ
イ

ン
ト
や
、
商
工
会
に
よ

る
伴
走
型
支
援
の
役
割

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

挨拶をする間瀬会長

表彰商工会代表者

発表会後のトークセッションの様子。
左から立石モデレーター、大塚代表、竹川主任経営支援員

「
地
域
商
工
業
者
を

�

全
力
で
支
援
す
る
組
織
と
し
て
」

「
持
続
化
補
助
金
の
優
良
事
例
に

　

県
内
商
工
会
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
」

商工連
通常総会
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阿
部
知
事
を
囲
む
経
済
懇
談
会
を
開
催

　

超
党
派
の
長
野
県
議
会
議
員
に
よ
る
商
工

会
支
援
組
織
「
商
工
会
議
員
懇
談
会
」
は
、
７

月
２
日
（
木
）
に
長
野
市
内
で
令
和
８
年
度

の
総
会
を
開
催
し
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報

告
及
び
８
年
度
の
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
に
引
き
続
き
商
工
連

役
員
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
今
後
の

商
工
連
の
運
営
な
ど
の
意
見
に
対
し
て
、
議

員
の
皆
様
か
ら
「
商
工
会
を
支
え
課
題
に
取

り
組
む
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

経
済
４
団
体
（（
一
社
）
長
野
県
経
営
者
協
会
、
長

野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、（
一
社
）
長
野
県
商
工

会
議
所
連
合
会
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
）
は
、
７

月
３
日
（
金
）、
長
野
県
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
た
政
策
提
案
を
阿
部
知
事
へ
行
い
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
産
業
構
造
の
変
化
が
進
む
中
、
長
野

県
経
済
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
県
全
体
で
課
題
を
共
有

し
、
環
境
整
備
や
構
造
転
換
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、「
Ａ
Ｘ
の
推
進
」
を
は
じ

め
、「
経
済
基
盤
の
強
靭
化
」「
働
き
方
の
創
造
」「
地

域
未
来
戦
略
の
総
合
的
な
支
援
」「
県
的
な
地
域
振
興

事
業
の
活
用
」「
経
済
４
団
体
に
よ
る
支
援
体
制
の
強

化
」
の
６
項
目
に
つ
い
て
政
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
、「
提
案
の
方
向
性
は
県
の
考
え
方
と

も
一
致
し
て
い
る
。
提
案
の
趣
旨
を
受
け
止
め
て
各

種
施
策
に
取
り
組
む
の
で
、
引
き
続
き
県
と
連
携
し

た
取
組
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

経
済
４
団
体
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
生
か
し

な
が
ら
連
携
を
一
層
強
化
し
、
企
業
支
援
の
効
果
を

高
め
る
と
と
も
に
、
提
案
し
た
政
策
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
４
団
体
（
同
右
）
は
、
７
月
６
日
（
月
）
に
長
野
市
、
７
日
（
火
）

に
松
本
市
で
、
阿
部
知
事
を
囲
む
経
済
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
会

場
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
知
事
の
講
演
と
意
見
交
換
を

通
じ
て
、
地
域
経
済
の
課
題
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
講
演
で
は
、
知
事
か

ら
「
現
場
か
ら
、日
本
を
動
か
す
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
人
口
減

少
や
東
京
一
極
集
中
へ
の
対
応
、

地
方
自
治
と
民
主
主
義
、
教
育
・

公
共
交
通
・
医
療
な
ど
の
社
会
基

盤
の
充
実
、
長
野
県
の
産
業
振
興

や
地
域
未
来
戦
略
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
意
見
交
換
で
は
、
人

材
確
保
、
産
業
用
地
、
規
制
改
革
、

教
育
・
人
材
育
成
、
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
の
形
成
、
二
次
交
通
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
参
加
者
か
ら
具
体
的

な
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
知

事
か
ら
は
県
の
考
え
方
や
今
後
の

対
応
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
県
や
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
の
声
も
聞
か
れ
、
今
後
の
取
組
に
向
け
た

有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
４
団
体
か
ら
阿
部
知
事
に
政
策
提
案
を
実
施

商
工
会
を
元
気
に

―
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会
―

冒頭挨拶をする議員懇談会 服部会長

要望書を提出今後の県政に対する発言をする木曽村商工会 重野会長
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商工連による経営支援体制のご案内 

商工会と商工連が連携し、地域事業者の課題解決と持続的発展を支援しています。

支援事例のご紹介

支　援　体　制

氏　名 担当エリア等
横川　　豪 統括・北信担当
濵田　廣雄 東信・北信担当
原　　博史 南信担当
大平　晃資 南信担当
日野　　亮 中信担当
松尾　　靖 中信担当

氏　名 専門分野
横沢　　充 DX推進支援担当
上嶋　健紀 製造業支援担当

■ 現場に寄り添い、課題解決へ
　商工連では、県内69商工会による地域事業者支援が、より実践的かつ効果的に進むよう、
県内各地に広域専門経営支援員および上席専門経営支援員を配置し、広域的・専門的なバッ
クアップ体制を整えています。
　本体制は、「第２期商工会マスタープラン」（令和５年度～）に基づき、県内20か所に設
置した広域経営支援センターエリアとも連動しながら、地域事業者に寄り添った伴走型支援
を推進しています。
　商工会に寄せられるさまざまな経営相談に対しては、必要に応じて商工会職員とともに事
業者を訪問し、事業計画策定、補助金活用、DX推進、生産性向上、事業承継、人材確保など、
多様化・高度化する経営課題への対応を行っています。

■ 広域専門経営支援員　６名配置 ■ 上席専門経営支援員　２名配置

広域専門経営支援員は、商工会職員と連携しながら、
事業計画策定、補助金活用、販路開拓、事業承継な
どについて、広域的な伴走支援を行っています。

上席専門経営支援員は、DX推進や生産性向上、製
造現場改善など、専門性の高い経営課題への対応を
担当しています。

※�また、外部の専門家とも連携し、さまざまな業種
や分野に対応した専門的支援も可能です。

■ 人手不足と賃上げを設備投資で支援
　【タクシー業】
�業務改善助成金を活用し、設備投資と賃上げ計画を伴走支援。
地域交通を支える事業者の持続的経営を後押ししました。

■ モバイルオーダー導入で省力化
　【飲食業】
宴会時の注文業務負担を軽減するため、モ
バイルオーダー導入を提案。厨房・レジ連
携まで含めた業務効率化を実現しました。

■ “紙” から脱却し業務を効率化
　【建築業】
見積・請求管理を一体化した専用Excel
ツールを開発。PDF送付対応や帳票作
成の効率化を支援しました。

■ 製造現場の見える化を推進
　【製造業】
工程分析や5S改善を通じ、生産ライ
ンの課題を整理。利益確保につなが
る改善の方向性を明確化しました。

■ 新規ワイナリーの販路開拓を支援
　【ワイン醸造・販売業】
ブランド戦略やイベント企画を伴走
支援。PRイベント開催など販路開拓
の具体的成果につながりました。

■ 老舗酒店の事業承継を伴走支援
　【小売業】
事業承継計画策定からSNS活用まで広
域チームで支援。強みを活かした新た
な経営戦略づくりをサポートしました。

■ 売上回復へECサイト改善支援
　【食品製造業】
ネット販売の課題を整理し、HP・EC
再構築の方向性を明確化。専門家派
遣による継続支援へつなげています。

××
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　　  令和８年度 県女性連通常総会・リーダー研修会を開催

　　  令和８年度 県青連通常総会・リーダー研修会開催

　長野県商工会女性部連合会は、５月19日（火）、長野市「ホ
テルメトロポリタン長野」において、第61回通常総会およ
び商工会女性部リーダー研修会を開催し、県下女性部員
125名が出席しました。

　事業報告では、昨年度の部員増強運
動において、全国商工会女性部連合会
主催の「商工会女性部員増強運動表彰」
で全国第３位となるなど、県下女性部
が一丸となった活動が全国的にも高い
評価を受けたことが紹介されました。

　さらに、連合長野との懇談会をはじめ、女性活躍の推
進やジェンダー平等に関する課題に向き合うため、関係
団体と連携した各種会議・研修会への参加や交流を通じ、
女性部活動の充実と意識向上に取り組んだことも共有さ
れました。
　また、主催した「レディースフォーラム2025」では、阿
部守一知事を招き、「みんなでつくる2050年のNAGANO
～人口問題に向き合い、具体的な行動へ～」をテーマに
講演と意見交換を実施しました。人口減少社会における
地域づくりや女性の役割について理解を深める機会と共
に女性活躍推進に向けた具体的な行動への意識を高める
大変有意義な機会になったことを振り返りました。

　総会と併せて開催された主
張発表大会では、県下４地区
の代表として、小海町の北原
富美子氏、阿智村の北原とし
子氏、小谷村の松澤彩子氏、
信濃町の森智子氏が発表を行
いました。
　審査の結果、信濃町商工会女性部の森智子氏が、「声
かけでひろがる、ご縁の輪」をテーマに最優秀賞を受賞
しました。森氏は、創業塾への参加をきっかけに女性部
へ加入し、人とのつながりの中で活動の輪が広がった経
験を発表しました。なお、森氏は県代表として７月に千
葉県で開催された関東ブロック大会へ出場しました。
　講演会では、長野県出身の音楽家である小林純菜氏と
町田莉佳氏を講師に迎え、「信州で育んだ音楽の世界へ
の道」をテーマに講演とコンサートを開催しました。県
外で活動しながらも「信
州が心の拠り所」と語る
両氏の言葉と演奏に、会
場は大いに盛り上がり、
参加者にとって心豊かな
時間となりました。

　長野県商工会青年部連合会は、５月18日（月）、長野市「ホ
テルメトロポリタン長野」において、令和８年度通常総
会及びリーダー研修会を開催し、65名が出席しました。
　通常総会では、上程した４つの議案すべてが原案どお
り承認されました。
　事業報告では、物価高騰や人手不足など地域産業に
とって厳しい状況が続く中、従来の研修会に加え、新た
な取組として「４ブロック交流会」を塩尻市で開催し、部

員同士の交流や情報
交換の促進を図った
ことが報告されまし
た。
　また、令和８年度
は、長野県商工会青
年部連合会と長野県
商工会女性部連合会
が合同で設立60周年
記念事業を実施する予定であり、これを契機に、地域に
根差した商工会活動の価値を改めて発信し、連携拡大や
地域経済の発展につなげていく方針が共有されました。
　続いて開催されたリーダー研修会では、全国商工会青
年部連合会会長の小林信作氏を講師に迎え、「何のため
に商工会活動をするのか」をテーマに講演が行われまし
た。地域や仲間たちのことを考え行動することが経営者
として成長につながった自身の経験や、活動の目的を持
つことの大切さなどが熱意あふれる語り口で伝えられ、
参加者にとって大変有意義な研修会となりました。

講演会でのコンサートの様子

小松県女性連会長

挨拶を行う中村県青連会長

最優秀賞の森智子氏

講演会の様子

青年部

女性部
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株
式
会
社
十
一
屋
は
、
北
国
街
道
の
庄
屋

を
起
源
と
し
、
信
濃
町
で
盛
ん
だ
っ
た
鍛
冶

業
に
よ
る
刃
物
製
造
販
売
に
始
ま
り
、
金
物
、

農
業
用
機
械
、
住
宅
資
材
へ
と
取
扱
品
目
を

広
げ
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
9
代
目
と
し
て
事
業
を
承
継
す
る
中

で
、
従
来
の
延
長
で
は
通
用
し
な
い
市
場
環

境
の
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
資
材
販
売
業
は
、
か
さ
ば
る
商
品
を

扱
う
特
性
か
ら
一
定
の
商
圏
で
成
り
立
っ
て

き
ま
し
た
が
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
建

設
需
要
の
減
少
や
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、

長
野
市
内
の
大
手
事
業
者
の
進
出
が
進
み
、
競

争
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー

製
品
を
仕
入
れ
て
販
売
す
る
業
態
で
は
商
品

に
よ
る
差
別
化
が
難
し
く
、
価
格
以
外
の
観

点
で
の
競
争
力
強
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｂ
t
o
Ｂ
の
業
態
で
あ
る
当
社
に

お
い
て
は
、
取
引
先
の
受
注
が
な
け
れ
ば
自

社
の
仕
事
も
増
え
な
い
と
い
う
構
造
的
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
取
引
先
で
あ
る
地
域
建
設

事
業
者
に
お
い
て
も
、「
価
格
競
争
に
勝
て
な

い
」「
ブ
ラ
ン
ド
力
や
信
用
力
が
弱
い
」「
営
業

力
に
課
題
が
あ
る
」
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
受
注
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
当
社
は
単
な
る

資
材
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
取
引
先
の
競
争

力
そ
の
も
の
を
高
め
る
支
援
へ
と
役
割
を
転

換
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

転
機
と
な
っ
た
の
が
、
住
宅
分
野
に
お
け
る

省
エ
ネ
基
準
の
強
化
と
、
認
定
制
度
お
よ
び

補
助
金
制
度
の
拡
充
で
す
。
当
社
で
は
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
、
住
宅
仕
様
や
省
エ
ネ

計
算
、
補
助
金
申
請
に
関
す
る
知
識
を
蓄
積
し
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
情
報
提
供
を
通
じ
て
取
引

先
の
理
解
促
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

同
業
事
業
者
と
連
携
し
、
補
助
金
申
請
を
支

援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
制
度
を

活
用
し
や
す
い
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
営
業
力
の
強
化

に
向
け
て
は
、
建
築
士
や

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
技

能
士
な
ど
の
資
格
を
取

得
し
、
住
宅
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
株
式
会
社

E
L
F
を
設
立
し
ま
し

た
。
住
宅
内
覧
会
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
の
セ
ミ

ナ
ー
実
施
、
資
金
計
画
や

情
報
提
供
の
支
援
な
ど

を
通
じ
て
、
取
引
先
単
独

で
は
対
応
が
難
し
い
分

野
を
補
完
し
、
協
業
に
よ

る
営
業
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
当
社
は
「
モ

ノ
」
の
提
供
か
ら
「
コ
ト
」
の
提
供
へ
と
シ

フ
ト
し
、
取
引
先
と
と
も
に
価
値
を
創
出
す

る
関
係
性
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
継

続
的
な
情
報
提
供
や
相
談
対
応
を
通
じ
て
、
信

頼
関
係
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
2
年
前
よ
り
商
工
会
副
会
長
と

し
て
、
経
営
指
導
員
と
協
働
し
て
各
部
会
で

の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
新
規
及
び
第
二
創
業
者

向
け
の
起
業
塾
を
単
会
で
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
地
域
事
業
者
と
の
連
携
や
知
見
の
共
有

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
取
引
先
の
課
題
解
決
に
寄
り
添

い
な
が
ら
「
コ
ト
」
の
価
値
提
供
を
一
層
強

化
し
、
地
域
事
業
者
と
と
も
に
持
続
的
な
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

モノ売りから、
コト売りへの
シフトチェンジ

株式会社 十一屋　
信濃町商工会

〒389-1313　長野県上水内郡信濃町624番地
TEL：026-255-2011　FAX：026-255-2145

事業者向けセミナー風景

エンドユーザ―向けセミナー風景

祖業をベースとしたロゴ
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売
木
村
は
長
野
県
の
南
端
に
位
置
し
四
つ
の
峠
に
囲
ま
れ

た
小
さ
な
盆
地
で
「
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
」
と
い
う
表
現
が

ぴ
っ
た
り
で
す
。
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
豊ゆ
た
か
む
ら村
か
ら
分
村
し

て
以
来
七
十
八
年
、
自
立
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
明
治
二
十
三
年
和わ
ご
う
む
ら

合
村
と
合
併
し
て
豊
村
と
な
る
ま
で
に
二

回
分
村
独
立
を
経
験
し
豊
村
と
し
て
の
歴
史
は
約
五
十
年
続

き
ま
し
た
。）
分
村
当
時
は
千
四
百
人
を
超
す
人
口
が
い
る
中
、

村
づ
く
り
は
青
年
会
（
満
十
六
歳
～
二
十
五
歳
ま
で
の
男
女
）

の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
は
五
百

人
を
割
り
、
移
住
者
が
四
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
移
住

者
の
中
に
は
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
な
ど
起
業
す
る
者
、
農
業

に
力
を
入
れ
て
い
る
者
が
い
ま
す
。
時
の
流
れ
と
と
も
に
売

木
村
に
暮
ら
す
人
々
も
変
化
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
三さ
ん
え
ん
な
ん
し
ん

遠
南
信
自
動
車
道
の
全
線
開
通
や
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
近
隣
の
愛
知
県
・
静

岡
県
方
面
か
ら
の
交
通
の
流

れ
が
変
わ
る
こ
と
に
危
惧
し

て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
新
幹
線
の

最
寄
の
駅
か
ら
小
一
時
間
走

る
こ
と
に
不
便
さ
を
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
を

か
け
て
き
た
先
に
は
自
然
豊

か
な
売
木
村
の
景
色
が
広
が

り
ま
す
。
春
に
は
点
在
す
る
一
本
桜
を
愛
で
な
が
ら
散
策
、
夏

に
は
朝
夕
の
清
涼
な
空
気
を
感
じ
な
が
ら
、
秋
に
は
紅
葉
に

囲
ま
れ
る
な
ど
の
四
季
の
移
ろ
い
を
体
感
で
き
ま
す
。
何
よ

り
も
夜
空
を
見
上
げ
る
と
満
点
の
星
空
を
満
喫
で
き
ま
す
。
小

さ
な
村
に
は
、
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
が
数
多
く
、
個
性
豊
か

な
お
店
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

売
木
村
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
が
六
つ
あ
り
ま
す
。
施
設
や
レ

ン
タ
ル
品
が
充
実
し
た
大
規
模
な
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
。
小

川
の
ほ
と
り
の
静
か
な
サ
イ
ト
。
森
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
き
っ
か
け
に
キ
ャ
ン
プ

ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
現
在
は
キ
ャ
ン
プ
人
口
が

減
少
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ュ

オ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
多
様
化
が
見
ら
れ
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
は

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
よ
う
進
化
し
て
い
ま
す
。
当
商

工
会
員
事
業
所
が
コ
ロ
ナ
過
に
準
備
を
進
め
起
業
し
た
キ
ャ

ン
プ
関
連
施
設
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
充
実
し
た
施
設
が
あ

る
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
山
中
の
農
地
を
整
備
し
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
ト
、
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
が
あ
り

農
業
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
め
ま
す
。
も
う
一
つ

は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
（
宿
泊
施
設
と
し
て
位
置
付
）
と
言
っ
て
ホ

テ
ル
の
よ
う
な
快
適
さ
を
持
ち
な
が
ら
四
季
を
通
じ
た
自
然

の
中
で
楽
し
み
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
が
体
験
で
き
る
施
設
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

売
木
村
商
工
会
は
平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら
天
龍
村
商
工

会
と
広
域
連
携
を
実
施
し
二
商
工
会
に
経
営
指
導
員
が
一
人

体
制
に
な
り
、

本
年
度
で
十
年

目
に
な
り
ま
す
。

商
工
会
の
財
政

基
盤
を
強
化
す

る
と
と
も
に
職

員
の
資
質
向
上

に
努
め
経
営
改

善
普
及
事
業
の

効
率
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に

進
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
長
き

に
わ
た
り
阿
南

町
商
工
会
、
天

龍
村
商
工
会
、

売
木
村
商
工
会

の
三
商
工
会
で

広
域
連
携
を
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
充
実
化
、
広

域
観
光
看
板
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
協
力
な
ど
地
域
振
興

事
業
や
福
利
厚
生
事
業
を
実
施
し
役
職
員
の
交
流
を
通
し
て

相
互
の
理
解
を
深
め
資
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
会
員
事
業
所
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
続
け
ら

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
連
携
商
工
会
と
と
も
に
、
地

域
事
業
所
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
野
県
の
南
端
に
あ
る
小
さ
な
里
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 「
売う
る
ぎ
む
ら

木
村
」

商
工
会
と

商
工
会
の

あ
る
ま
ち
Vol.6

売木村商工会

観音堂の桜

ポレポレ Village
https://polepoleurugi.com

Stella Snow Campia
（ステラ・スノーキャンピア）

https://stella-snowcampia.site

キャンプ場 グランピング施設
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経    値上げ時代に
　　　 選ばれる会社とは

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

株式会社ビーワン・クリエイト 代表
中小企業診断士　
平田 由幸  氏

　

原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
、
人
件
費
の
上
昇
が

続
き
、
多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
い
ま
す
。「
価
格
を
見
直
し
た
い
が
、

お
客
様
が
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
不
安

を
感
じ
て
い
る
経
営
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

一
方
で
、
同
じ
よ
う
な
環
境
下
で
も
、
価
格
改
定

を
行
い
な
が
ら
お
客
様
に
選
ば
れ
続
け
て
い
る
会
社

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

●
お
客
様
は
本
当
に
価
格
だ
け
で
選
ん
で
い
る
か

�　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
際
、
お
客
様
は
価
格
だ

け
を
見
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、「
品
質
が
安
定
し
て
い
る
」、「
納
期

を
し
っ
か
り
守
っ
て
く
れ
る
」、「
対
応
が
早
い
」、「
柔

軟
な
要
望
に
も
応
じ
て
く
れ
る
」、「
実
績
が
あ
り
安

心
し
て
任
せ
ら
れ
る
」、「
専
門
知
識
が
あ
り
相
談
し

や
す
い
」・
・
こ
う
し
た
点
を
重
視
し
て
い
る
お
客

様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
競
争
相
手
は
同
業
他
社
だ
け
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
お
客
様
に
と
っ
て
は
、「
別
の
商
品
」「
別
の

や
り
方
」
で
目
的
を
満
た
せ
る
な
ら
、
そ
れ
も
比
較

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
次
の
比
較
シ
ー
ト
の
よ
う
に
、
自
社
が

ど
の
よ
う
な
軸
で
比
較
さ
れ
て
い
る
の
か
を
整
理
し

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
た

い
の
が
、顧
客
に
提
供
し
て
い
る
価
値
、つ
ま
り
「
顧

客
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」
で
す
。

�　

私
た
ち
は
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
そ
の

も
の
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
お
客
様
が
本
当
に

求
め
て
い
る
の
は
、
そ
の
先
で
得
ら
れ
る
価
値
で
す
。

こ
の
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
は
、

お
客
様
自
身

が
明
確
に
意

識
し
て
い
な

い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、

自
社
の
価
値

と
し
て
分
か

り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

●�

価
格
交
渉
の
前
に
検
討
し
た
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
）
正
確
な
原
価
を
把
握
す
る

　
�　

「
な
ん
と
な
く
利
益
が
厳
し
い
」
と
い
う
状
態

で
は
、
価
格
交
渉
に
説
得
力
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

材
料
費
、
外
注
費
、
労
務
費
、
物
流
費
、
光
熱
費

な
ど
、
ど
の
費
用
が
ど
れ
だ
け
増
え
て
い
る
の
か

を
把
握
す
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

　

�　

数
字
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
お
客
様

に
も
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

2
）
自
社
の
提
供
価
値
を
見
出
す

　

�　

価
格
以
外
で
、
お
客
様
が
自
社
を
選
ん
で
い
る

理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
短
納
期
対
応
」、「
小

ロ
ッ
ト
対
応
」、「
品
質
の
安
定
」、「
相
談
し
や
す

さ
」、「
提
案
力
」、「
専
門
性
」・
・
な
ど
、
日
頃

は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は
大
き

な
価
値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

�　
「
何
を
提
供
し
て
い
る
会
社
な
の
か
」
を
改
め

て
整
理
す
る
こ
と
で
、
価
格
交
渉
の
軸
が
見
え
て

き
ま
す
。

3
）
自
助
努
力
の
余
地
を
探
す

　

�　

価
格
改
定
の
前
に
、
自
社
で
改
善
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
を
見
直
す
こ
と
も
重
要
で
す
。「
手
戻

り
が
多
い
」、「
探
し
物
に
時
間
が
か
か
る
」、「
情

報
共
有
が
不
十
分
」、「
判
断
待
ち
で
仕
事
が
止
ま

る
」
な
ど
の
ム
ダ
は
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
利
益

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

�　

社
内
の
改
善
に
よ
っ
て
吸
収
で
き
る
部
分
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
も
立
派
な
経
営
努
力
で
す
。

●
選
ば
れ
る
会
社
は
「
比
較
軸
」
を
つ
く
っ
て
い
る

　

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
会
社
は
、
価
格

だ
け
で
比
較
さ
れ
る
土
俵
に
立
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

選
ば
れ
る
会
社
は
、
価
格
以
外
の
比
較
軸
を
自
ら
つ

く
っ
て
い
ま
す
。

�　
「
こ
の
会
社
は
対
応
が
早
い
」「
困
っ
た
と
き
に
相

談
し
や
す
い
」「
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
」・
・
そ
う

し
た
評
価
の
積
み
重
ね
が
、
価
格
だ
け
で
判
断
さ
れ

に
く
い
関
係
を
つ
く
り
ま
す
。

�　

値
上
げ
時
代
に
必
要
な
の
は
、
単
に
価
格
を
上
げ

る
こ
と
で
は
な
く
、
自
社
の
価
値
を
見
直
し
、
選
ば

れ
る
理
由
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、『
お
客
様
は
何
を
理
由
に
当

社
を
選
ん
で
い
る
の
か
』
を
改
め
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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 要 注 意
    「インターネット広告」

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法 �　

近
年
ス
マ
ホ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
に
よ
り
、
こ
れ
を
利
用
し
た
広
告
手
段
が
広

く
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
の
広
告
が
事
業
者
に
よ
る
広
告
で

あ
る
場
合
は
、
そ
の
広
告
内
容
に
は
あ
る
程
度
の
誇

張
や
誇
大
が
あ
り
、
広
告
掲
載
の
契
約
内
容
に
不
都

合
な
点
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
か
を
選
別
意
識
を
も
っ
て

慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
中
小
企
業

の
経
営
者
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
広
告
を
活
用
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
監
視
者
）
の

目
を
も
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
の
広
告
契
約
に
不
都
合
な
点
が

隠
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、
人
手
不
足
の
時
代
を

迎
え
て
、
中
小
企
業
の
経
営
者
が
職
業
安
定
所
へ
求

人
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
こ
の
求
人

申
し
込
み
情
報
を
入
手
し
た
求
人
サ
イ
ト
の
業
者
か

ら
電
話
な
ど
に
よ
り
、
自
己
の
営
む
求
人
広
告
を
利

用
す
れ
ば
確
実
に
応
募
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
、
当
初
の
広
告
掲
載
期
間
を
２
週
間
程
度
に

定
め
、
そ
の
間
の
広
告
掲
載
料
は
無
料
と
し
、
打
ち

切
り
通
告
を
し
な
い
限
り
自
動
更
新
と
な
る
旨
勧
誘

さ
れ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
送
付
さ
れ
て
来
た
細
字

印
刷
の
契
約
書
を
充
分
に
検
討
し
な
い
ま
ま
求
人
サ

イ
ト
業
者
に
求
人
広
告
の
掲
載
を
申
し
込
ん
で
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
、
当
初
の
無
料
広
告
期
間
を
経
過
し

た
時
点
で
、
求
人
広
告
掲
載
料
金
の
請
求
を
受
け
、

驚
い
て
契
約
書
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果
、
自
動
更
新

と
な
る
の
は
有
料
求
人
広
告
で
あ
っ
て
、
無
料
求
人

広
告
が
自
動
更
新
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
と
か
、
当
初
の
無
料
求
人
広
告
が
打
切
り
通
告

を
し
な
い
限
り
有
料
広
告
に
切
り
替
わ
っ
て
継
続
す

る
こ
と
に
つ
い
て
求
人
サ
イ
ト
業
者
か
ら
明
確
な
説

明
が
な
く
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
送
付
さ
れ
た
契
約

書
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
な
ま
ま
求
人
広

告
の
掲
載
を
申
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
全
国
的
な
規
模
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
る
求
人
サ
イ

ト
業
者
は
、
東
京
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市
に
多
く
、

実
際
に
事
務
所
を
開
設
せ
ず
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
し
か
連
絡
が
つ
か
ず
、
郵
便
物
が
送
達
さ

れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
事
務
所
で
営
業
し

て
い
る
も
の
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
営
業
者
が
自
己
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
と
の
意
欲
を
有
し
て
い
る
場
合
に
こ
の

意
欲
を
受
け
入
れ
、
専
門
家
の
講
義
を
パ
ソ
コ
ン
な

ど
に
よ
り
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
受
講
契

約
を
勧
誘
す
る
な
ど
の
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
広
告
な
ど

も
あ
り
、
一
旦
受
講
契
約
を
締
結
す
る
と
中
途
解
約

が
困
難
と
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
事
例

も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
か
よ
う
な
事
業
者
の
好
餌
に

な
ら
な
い
よ
う
用
心
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

万
一
類
似
事
例
に
該
当
し
た
場
合
は
、
弁
護
士
等
の

専
門
家
に
相
談
し
、
適
切
な
対
応
を
講
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

弁護士
宮澤 建治  氏
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地
元
に
愛
さ
れ
る

　
　
　
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
目
指
し
て

　

ド
メ
ー
ヌ
ヒ
ロ
キ
の
横
山
弘
樹
と
申
し
ま

す
。

　

私
ど
も
は
池
田
の
地
で
２
０
０
9
年
に
ブ

ド
ウ
作
り
に
着
手
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
作
り

の
先
駆
的
農
家
で
す
。
ブ
ド
ウ
作
り
に
適
し

た
風
土
に
支
え
ら
れ
、
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
た

栽
培
を
進
め
、
現
在
、
良
質
な
ブ
ド
ウ
作
り

で
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
に
至
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、
自
ら
の
手
で
「
ブ
ド
ウ
の

想
い
」
を
引
き
出
す
よ
う
な
、
語
り
か
け
る

よ
う
な
味
わ
い
の
ワ
イ
ン
を
創
り
た
い
。
そ

ん
な
想
い
で
弘
樹
の
名
を
冠
し
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
優
れ
た
風
土

で
育
っ
た
良
質
の
ブ
ド
ウ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
素
直
に
引
き
出
し
た
表
情
豊
か
な
ワ
イ

ン
、
そ
ん
な
ワ
イ
ン
を
お
届
け
し
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
白
ブ
ド
ウ
品
種
は
、
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
と
シ
ャ
ル
ド
ネ
。
赤
ブ
ド
ウ

品
種
は
、
メ
ル
ロ
ー
と
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ビ

ニ
ヨ
ン
、
カ
ベ
ル
ネ
・
フ
ラ
ン
、
プ
テ
ィ
・

ヴ
ェ
ル
ド
ー
を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。
全
部

で
５
ha
あ
り
３
ha
分
を
出
荷
２
ha
分
を
当
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
醸

造
し
て
お
り
ま

す
。

　

２
０
２
２
年

の
日
本
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
で

は
ル
ヴ
ェ
・

デ
ュ
・
ソ
レ
イ

ユ
２
０
２
０
が

金
賞
、
メ
ル

ロ
ー
ジ
ュ
ピ

タ
ー
２
０
２
０

が
銀
賞
を
受
賞

し
、
２
０
２
５
年
の
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
メ
ル

キ
ュ
ー
ル
２
０
２
３
が
金
賞
、
メ
ル
ロ
ー

ジ
ュ
ピ
タ
ー
２
０
２
３
が
銀
賞
、
シ
ャ
ル
ド

ネ
ヴ
ェ
ニ
ュ
ス
２
０
２
３
銅
賞
を
受
賞
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
香
港
で
行
わ
れ
た
和
酒

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
で
も
ル
ヴ
ェ
・
デ
ュ
・

ソ
レ
イ
ユ
２
０
２
２
が
プ
ラ
チ
ナ
を
受
賞
出

来
ま
し
た
。

　

今
後
も
美
味
し
い
ワ
イ
ン
を
造
り
続
け
て

い
く
と
共
に
全
国
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
池
田
町
の
ワ
イ
ン
を
全
国
に
広

め
て
い
く
た
め
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

注目 Vol.147
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売上高10億円突破支援プロジェクト
～成長を目指す県内中小企業を応援します～

「次の成長ステージ」を目指す企業の挑戦を商工会がサポートします。ご相談は最寄りの商工会へお気軽にお問い合わせください。

 プロジェクトのポイント  1　主な支援メニュー 2　商工会も伴走支援します

※受診時に協会けんぽの被扶養者であることが必要です。
※受診券は、4月に黄色の封筒にてご自宅へ郵送しております。

被扶養者（ご家族）の
　特定健診」の受診は

済んでいますか？

長野県内
720機関で
受診可能

健診の費用

基本的な
健診のみ
受診した場合

上限
7,150円
を補助

※健診機関によっては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
自己負担額0円
で健診を受けることも可能

※当日窓口でお支払いいただく金額
　は、受診される医療機関によって
　異なります。
※受診される際に、受診券をお持ち
　でない場合は、協会けんぽからの
　補助が受けられない恐れがありま
　すので、必ずご持参ください。

健診の対象 40～74歳の被扶養者（ご家族）

「

特定健診に関するお問い合わせは
【026-238-1250】まで

全国健康保険協会　長野支部

協会けんぽ長野支部

LINE公式アカウント

　

６
月
５
日
（
金
）、
松
本
市
「
あ
が

た
の
森
文
化
会
館
」
に
お
い
て
、
商
工

会
・
商
工
連
職
員
で
構
成
さ
れ
る
長
野

県
商
工
会
職
員
協
議
会
と
長
野
県
商
工

会
連
合
会
の
共
催
に
よ
り
、「
経
営
支

援
事
例
発
表
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
職
員
が
持
つ
経
営
支
援

ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
の
共
有
・
蓄
積
を
図

る
と
と
も
に
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

や
、
商
工
会
に
よ
る
伴
走
型
支
援
の
取

組
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
東
・
南
・
中
・

北
信
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
４

名
が
登
壇
し
、
地
域
事
業
者

に
寄
り
添
い
な
が
ら
取
り
組

ん
だ
支
援
事
例
に
つ
い
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
青
木
村
商
工

会
の
大
久
保
築
主
任
経
営
支

援
員
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
村
唯

一
の
ス
ー
パ
ー
を
、
存
続
さ

せ
た
い
～
支
援
機
関
・
地
域

全
体
を
巻
き
込
ん
だ
“
村
の

居
場
所
”
に
な
る
ま
で
の
記

録
～
」
と
題
し
て
行
政
や
専

門
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら

事
業
計
画
の
策
定
や
設
備
投
資
を
支
援

し
、
総
菜
商
品
の
強
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
に
よ
る
売
上
向

上
に
つ
な
げ
た
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
久
保
主
任
経
営
支
援
員
は
、「
長

年
に
わ
た
り
お
一
人
で
悩
み
を
抱
え
て

こ
ら
れ
た
事
業
主
の
方
の
お
力
に
な
れ

た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
今
回
の
事
例
が
少
し
で
も
皆
さ
ま

の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
を
開
催

「成長志向企業宣言」を行うことで
10年以内の売上高10億円超を目
指す企業を支援します。
既に関心が高まっています
県内事業者から複数の問い合わせ・相談
が寄せられています。

・設備投資補助金
・専門家派遣
・販路開拓支援
・低利の制度融資
・各種経営支援メニュー

長野県商工会連合会は本プロジェクト
の「支援機関」として参画しています。
　　　　　　・宣言書作成支援
　　　　　　・認定後の定期訪問
　　　　　　・進歩確認・課題整理
　　　　　　・専門家等との連携支援

長野県

支援内容

対象となる
事業者 直近平均売上高1億円以上～10億円未満の県内中小企業・小規模事業者

￥
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美容院の後継者による
新業態立ち上げを伴走支援
～着付け技能士の資格を活かし、
　　　　　　地域唯一の着物専門サロンを開業～

　東御市で美容室を営む家庭に生まれ育った小林紗綾さん
は、美容師学校卒業後、県内外のサロン勤務を経て家業に
従事し、経験を積んできました。
　また、美容業務と並行して着付けの技術習得に励み、20
年以上にわたり着付師としても活動。令和7年1月には厚生
労働省認定の国家資格「1級着付け技能士」を取得したこ
とを契機に、自身の強みを活かした新たな事業展開を本格
的に目指すこととなりました。

■�創業セミナーや補助金申請等を組み合わせ、
　事業計画策定を伴走支援

　小林さんが東御市商工会へ創業相談に訪れたのは、令和7年4月のことでし
た。相談当初から「着物の魅力や、装うことで生まれる喜びを多くの人に届け
たい」という明確な思いを持っており、商工会ではその実現に向け、起業構想
段階から継続的な伴走支援を実施しました。
　具体的には、商工会主催の創業セミナー受講を起点として、特定創業支援等
事業の修了認定、小規模事業者持続化補助金＜創業型＞の申請・採択、さらに
は地元金融機関による創業融資の活用まで、一連の創業支援施策を組み合わせ
ながら支援を行いました。
　また、事業計画策定にあたっては、単に出店や設備投資に必要な資金計画を
整理するだけでなく、独自性や小林さんが目指すサービスの魅力を表現するこ
とを重視しました。その結果、補助金の活用や資金調達にも円滑につなげるこ
とができました。

■�着付け・美容・写真撮影を組み合わせた高付加価値モデルを構築
　小林さんの事業の特徴は、着付けサービスにとどまらず、ヘアメイクや
写真撮影までを一体的に提供する点にあります。成人式、七五三、ブライ
ダル、記念日など、人生の節目となる大切な一
日をトータルで演出し、その瞬間を写真として
残す事業モデルを構築しました。
　そして、市内の商店街で希望に合う物件が見
つかり、令和7年7月に「和装堂ときあかり」
をプレオープン。開業から１年が経過し、成
人式や新入学・卒業関連などの予約も順調に
推移し、家業との相乗効果も生まれています。
また国家資格を有する専門性を強みに、着付
師や着物関連事業者から仕事の依頼も寄せら
れるなど、事業は着実に軌道に乗っています。

和装堂ときあかり
住 所 ：東御市田中166-1　　InstagramＱＲコード

　東御市で
唯一となる
着物専門サ
ロンが商店街に誕生し、地域活
性化にもつながっていること
を大変嬉しく感じています。小
林さんには、初めて窓口へご相
談に来られた時から継続して
関わらせていただき、創業実現
まで伴走支援を行うことがで
きました。将来的には、ご実家
の美容院を引き継ぐ事業承継
支援も視野に入れながら、今後
も地域に根差した事業として
さらに発展していけるよう応
援していきたいと考えていま
す。

  事業所情報

宮澤主任
経営支援員
よりコメント

特 集

東御市商工会
主任経営支援員　宮澤 瑛希

しなの鉄道「田中駅」（東御市）の駅前商店街にある「ときあかり」の外観。

宣伝用ポスター

「ときあかり」代表の小林紗綾氏（左）。右はご息女。
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この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済商工貯蓄共済
資金の
貯 蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

更新契約できます！

　　　 そのメリットは…

１　現在の保
障内容が継続

可能！

２　告知や診
査等は不要！

３　病気や入
院中の方でも

更新可能！

○�更新とは、
既加入の契約

が満期になっ
た時、

健康状態に関
係なく原則と

してそれまで
の保

険金額の範囲
内で保障を継

続できる制度
です。

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員

Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月まで

の健康な方

Ⅲ 加入期間　10年間
Ⅳ 加入口数　被保険者1人につき20口まで（1口2,000円）
Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。

Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお

返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立

金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら
れ、満期時等に返戻されます。

Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数
に応じ最高2,000万円までの利用ができます。
（ただし、商工会等での審査があります）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜20口 � ｜
100万円

40〜46歳 1〜12口 13〜20口

47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円

55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円

　問題点や改善点が見つかった場合、解決方法についてもサポートいたします

保険相談の流れ

  街の保険ショップや相談窓口は敷居が高い！
  でも、今加入している保険のことがよくわからない！
  そんな会員の皆さまの声にお応えした「オンライン保険相談」を、
  随時受け付けています。
  ご自身、ご家族のため、また大切な従業員のために、保険相談を
  受けてみませんか？

商工会の

好評受付中 !好評受付中 !オンラインオンライン保険相談保険相談

③�ご加入の保険証券
または内容のわか
るものを商工会職
員にお渡しくださ
い。

⑤�商工会に来会いただき、パソ
コン上で資料を見ていただき
ながら内容の説明やアドバイ
スをさせていただきます。質
問等もお受けします。

①�商工会職員に保険
相談ご希望の日時
等をご相談くださ
い。

②�日程が決まり
ましたら商工
会より連絡い
たします。

④�ご加入の保障内容を分
析し、内容の一覧表や
保障グラフを作成しま
す。（少しお時間をいた
だきます）


